
無料プリント

国語「古文」　第2章．連用形接続の助動詞④

1 たし 【解答】　 (1)、 (2)は左の活用表を参照。

　　 (3)　ありたいものだ ＜古文＞ 誰もみなあのようでこそありたけれ
＜現代文＞ 誰もみな、あのようでありたいものだ

【主な意味と用法】　

　　　・   願望 常に聞きたきは、琵琶、和琴
 「～したい」 （いつも聞きたいのは、琵琶や和琴）

【 アプリ版のご紹介 】 古文・漢文 【 オマケの一題 】

　中学社会　地理・歴史・公民

　ヒト・モノ・カネが国境を越えて盛んに行き来することを何と呼ぶ？
　(A) 独占化　(B) 情報化　(C) グローバル化　(D) 空洞化

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答と解説

古文・漢文を学習中の中学生、高校生必見！定期試験とセンター試験に頻出
の「古文単語」「古典文法」「漢文」を、完全に無料で学べるアプリが登場！！
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